
 

  

 

 

 

 

日々、自分を高める。 
 

過去は変えられる  

 ６月に加賀地区大会が終わり、部活を引退した生徒がいる。さて、今みなさんは「部活に入ってよかっ

たな」と思っているだろうか。「学ぶことがたくさんあった」と思えているだろうか。 

 大切なことは 

 部活で得たことや経験を部活だけで終わらせない  

ということだ。 

 目標に向かって一生懸命取り組んだ部活の日々も、これからの学校生活や自分自身の人生に何一つ生

かさなければ「無駄」となる。反対に、部活で満足のいく結果で終われなくとも、レギュラーとして試合

に出られなくとも、怪我で悔しい終わり方をしても、これからに生かしさえすればすべて「経験」となる。

過ぎ去った日々は変えようがないと思うかもしれないが、何もかも捉え方次第である。今後の自分次第に

よって、「過去は変わる」し、「過去は変えられる」。 

 

総合体育館で県体壮行式がありました。 

 泉中学校から県大会に出場する４９名を代表して、

２０名の生徒が県体壮行式に参加しました。泉中学校

選手団代表の吉見さんの「明るく元気に！泉中行く

ぞ！」のかけ声で入場し、激励を受けました。 

壮行式終了後には、率先して会場の片付けをしてく

れました。ありがとう。 

 

 部活は決してその専門性を高めるためだけにやっ

ているのではない。ルールや約束を守ること、仲間を

大切にすること、支えてくれる・厳しいことを言って

くれる顧問や指導者に感謝をすること…。 

あなたたちは多くのことを学ぶために、今の部活

を自分で選んだ。県大会までの日々と、大会当日。学

ぶ姿勢と感謝の気持ちを決して忘れず、最後まで部

活を通して大きく成長することを期待している。 

 

７月４日（木）は観能教室です。 

 能楽堂にて観能教室が行われます。能「羽衣」と狂言「附子」の古典芸能を間近で見ることを通して、

室町時代以降の人々も同じものを楽しんできたのだなと、伝統を感じてください。 

 当日はバスで移動をします。出発の時間があるため、４日（木）は 8:00 に教室で朝礼をします。クラ

スごとにバスに乗り（５組は４台に分かれる）すぐに出発するので、時間に遅れず登校してください。 

令和６年度金沢市立泉中学校第３学年だより 
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